
(57)【要約】

【課題】本体内のコンパクトなスペースで効率よく熱交

換を行い、効果的に除湿する。

【解決手段】水受け槽２３と連通し熱交換部材４７を設

けた熱交換経路４２と、前記熱交換経路４２と連通して

排出された空気を前記送風手段３８に導く送風経路３９

と、前記熱交換部材４７に冷却水を給水する冷却水給水

手段４８を設け、前記熱交換経路４２は、前記熱交換部

材４７により仕切られた下部熱交換経路４２ａと上部熱

交換経路４２ｂを有するとともに、前記熱交換部材４７

は、冷却水の流れる面の下流部に冷却水の流れを遅くす

る流速低下手段５３を設けたものである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回
転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 受 け 槽 と 、 前 記 回 転
ド ラ ム 内 に 風 を 送 り 込 む た め の 送 風 手 段 と 、 前 記 送 風 手 段 に よ り 送 風 さ れ た 風 を 加 熱 す る
加 熱 手 段 と 、 前 記 水 受 け 槽 と 連 通 し 熱 交 換 部 材 を 設 け た 熱 交 換 経 路 と 、 前 記 熱 交 換 経 路 と
連 通 し て 排 出 さ れ た 空 気 を 前 記 送 風 手 段 に 導 く 送 風 経 路 と 、 前 記 熱 交 換 部 材 に 冷 却 水 を 給
水 す る 冷 却 水 給 水 手 段 と を 備 え 、 前 記 熱 交 換 経 路 は 、 前 記 熱 交 換 部 材 に よ り 仕 切 ら れ た 下
部 熱 交 換 経 路 と 上 部 熱 交 換 経 路 を 有 す る と と も に 、 前 記 熱 交 換 部 材 は 、 冷 却 水 の 流 れ る 面
の 下 流 部 に 冷 却 水 の 流 れ を 遅 く す る 流 速 低 下 手 段 を 設 け た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ２ 】
流 速 低 下 手 段 は 、 冷 却 水 が 流 れ る 面 よ り 突 出 し 、 か つ 、 冷 却 水 が 衝 突 す る リ ブ で 構 成 し た
請 求 項 １ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ３ 】
流 速 低 下 手 段 は 、 冷 却 水 が 衝 突 す る リ ブ を 冷 却 水 が 流 れ る 面 よ り 下 流 側 が 突 出 す る よ う に
傾 斜 さ せ て 構 成 し た 請 求 項 ２ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ４ 】
熱 交 換 部 材 の 下 面 に 、 放 熱 フ ィ ン を 一 体 に 設 け た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ド
ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 ド ラ ム 内 で 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 、 乾 燥 な ど の 各 行 程 を 逐 次 制 御 す る ド ラ
ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 図 ６ に 示 す よ う に 構 成 し て い た 。 以 下 、 そ の 構 成
に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 体 １ 内 に 、 複 数 の サ ス ペ ン シ ョ ン （ 図 示 せ ず ）
と ダ ン パ ー ２ で 水 受 け 槽 ３ を 支 持 し 、 こ の 水 受 け 槽 ３ の 開 口 部 ４ を ド ア （ 図 示 せ ず ） に よ
り 開 閉 し 、 水 受 け 槽 ３ 内 に 回 転 ド ラ ム ５ を 回 転 自 在 に 配 設 し て い る 。 回 転 ド ラ ム ５ を モ ー
タ ６ に よ り 駆 動 し 、 回 転 ド ラ ム ５ に 多 数 の 透 孔 ７ と バ ッ フ ル ８ を 設 け て い る 。 洗 濯 用 給 水
弁 ９ は 水 受 け 槽 ３ 内 に 給 水 す る も の で 、 冷 却 水 用 給 水 弁 １ ０ は 冷 却 水 を 給 水 す る も の で 、
そ れ ぞ れ 本 体 １ に 設 け て い る 。 水 受 け 槽 ３ に 排 水 口 １ １ を 設 け 、 こ の 排 水 口 １ １ を 排 水 ポ
ン プ １ ２ を 介 し て 排 水 経 路 １ ３ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 送 風 機 １ ４ は 吹 き 出 し 口 １ ５ を 介 し て 水 受 け 槽 ３ 内 に 送 風 す る も の で 、 こ の 送 風 機 １ ４
に ヒ ー タ １ ６ を 連 通 し 、 水 受 け 槽 ３ 内 と 送 風 機 １ ４ と を 熱 交 換 器 １ ７ に よ り 連 通 し 、 冷 却
水 用 給 水 弁 １ ０ に 直 結 さ れ 熱 交 換 器 １ ７ に 開 口 し た 冷 却 水 ホ ー ス １ ８ と に よ っ て 、 一 連 の
乾 燥 循 環 除 湿 経 路 を 構 成 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 動 作 を 説 明 す る 。 回 転 ド ラ ム ５ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し 洗 濯 行 程 を 開 始 す
る と 、 洗 濯 用 給 水 弁 ９ が 開 き 水 受 け 槽 ３ 内 に 所 定 の 水 位 ま で 給 水 す る 。 つ ぎ に 、 回 転 ド ラ
ム ５ が 約 ５ ０ ｒ ／ ｍ ｉ ｎ で 回 転 し 、 投 入 さ れ た 洗 濯 物 は バ ッ フ ル ８ に よ っ て 持 ち 上 げ ら れ
て は 落 下 を 繰 り 返 し 、 洗 剤 水 と 水 面 に 落 下 し た と き の 衝 撃 力 に よ っ て 洗 浄 さ れ る 。 洗 濯 行
程 が 終 わ る と 排 水 ポ ン プ １ ２ を 駆 動 し 、 洗 濯 水 を 排 水 経 路 １ ３ を 通 し て 排 水 す る 。 排 水 が
終 わ る と 回 転 ド ラ ム ５ を 約 １ ０ ０ ０ ｒ ／ ｍ ｉ ｎ で 高 速 回 転 し 脱 水 を 行 う 。 さ ら に 脱 水 行 程
が 終 了 す る と 乾 燥 行 程 へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 乾 燥 行 程 で は 洗 濯 行 程 と 同 様 に 、 回 転 ド ラ ム ５ を 駆 動 し 、 回 転 ド ラ ム ５ 内 の 洗 濯 物 を 撹
拌 し な が ら 、 送 風 機 １ ４ と ヒ ー タ １ ６ に よ っ て 加 熱 さ れ た 熱 風 を 回 転 ド ラ ム ５ 内 の 衣 類 に
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吹 き 出 し 口 １ ５ か ら 吹 き 付 け 、 衣 類 内 に 含 ま れ た 水 分 を 加 熱 し 蒸 発 さ せ る 。 さ ら に 、 蒸 気
を 含 む 高 温 の 空 気 は 排 気 ホ ー ス １ ７ ａ を 介 し て 熱 交 換 器 １ ７ 内 に 送 ら れ 、 冷 却 水 用 給 水 弁
１ ０ か ら 冷 却 水 ホ ー ス １ ８ を 介 し て 、 熱 交 換 器 １ ７ 内 に 供 給 さ れ た 冷 却 水 と 混 合 し 、 熱 交
換 を 行 い 冷 却 除 湿 さ れ る 。 さ ら に 、 除 湿 さ れ た 空 気 は ヒ ー タ １ ６ に よ っ て 再 び 加 熱 さ れ 、
回 転 ド ラ ム ５ 内 に 送 ら れ 衣 類 の 乾 燥 を 行 う 。 こ れ に よ っ て 一 連 の 乾 燥 サ イ ク ル を 形 成 し て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ３ １ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 構 成 で は 、 熱 交 換 器 １ ７ は 中 空 の 略 直 方 体 で あ っ た た
め 、 十 分 な 乾 燥 性 能 を 確 保 す る た め に は 、 熱 交 換 器 そ の も の を 大 き く し な け れ ば な ら な い
が 、 限 ら れ た 本 体 １ 内 の ス ペ ー ス の 中 で 十 分 な 容 積 の 確 保 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 コ ン パ ク ト で か つ 乾 燥 効 率 の 高 い 熱
交 換 器 を 設 け た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 水 受 け 槽 と 連 通 し 熱 交 換
部 材 を 設 け た 熱 交 換 経 路 と 、 前 記 熱 交 換 経 路 と 連 通 し て 排 出 さ れ た 空 気 を 送 風 手 段 に 導 く
送 風 経 路 と 、 前 記 熱 交 換 部 材 に 冷 却 水 を 給 水 す る 冷 却 水 給 水 手 段 と を 備 え 、 前 記 熱 交 換 経
路 は 、 前 記 熱 交 換 部 材 に よ り 仕 切 ら れ た 下 部 熱 交 換 経 路 と 上 部 熱 交 換 経 路 を 有 す る と と も
に 、 前 記 熱 交 換 部 材 は 、 冷 却 水 の 流 れ る 面 の 下 流 部 に 冷 却 水 の 流 れ を 遅 く す る 流 速 低 下 手
段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 流 速 低 下 手 段 が 冷 却 水 の 流 れ 落 ち る 速 度 を 遅 く す る こ と が で き 、 冷 却 水 と
の 熱 交 換 作 用 が 効 率 よ く 行 わ れ 、 効 率 よ く 除 湿 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 本 体 内 の コ ン パ ク ト な ス ペ ー ス で 熱 交 換 を 行 う こ と が
で き る と と も に 、 除 湿 性 能 の 向 上 に よ り 乾 燥 効 率 が 上 が り 、 乾 燥 後 の 乾 き む ら を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に
回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 受
け 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 に 風 を 送 り 込 む た め の 送 風 手 段 と 、 前 記 送 風 手 段 に よ り 送 風 さ
れ た 風 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 水 受 け 槽 と 連 通 し 熱 交 換 部 材 を 設 け た 熱 交 換 経 路 と 、
前 記 熱 交 換 経 路 と 連 通 し て 排 出 さ れ た 空 気 を 前 記 送 風 手 段 に 導 く 送 風 経 路 と 、 前 記 熱 交 換
部 材 に 冷 却 水 を 給 水 す る 冷 却 水 給 水 手 段 と を 備 え 、 前 記 熱 交 換 経 路 は 、 前 記 熱 交 換 部 材 に
よ り 仕 切 ら れ た 下 部 熱 交 換 経 路 と 上 部 熱 交 換 経 路 を 有 す る と と も に 、 前 記 熱 交 換 部 材 は 、
冷 却 水 の 流 れ る 面 の 下 流 部 に 冷 却 水 の 流 れ を 遅 く す る 流 速 低 下 手 段 を 設 け た こ と に よ り 、
乾 燥 行 程 時 に 、 湿 気 を 有 す る 空 気 を 除 湿 す る た め に 、 熱 交 換 部 材 の 上 面 お よ び 下 面 の ２ つ
の 面 を 利 用 し て 除 湿 す る こ と が で き る の で 、 除 湿 性 能 が 向 上 し 、 乾 燥 効 率 を 向 上 さ せ る こ
と が で き 、 ま た 、 熱 交 換 経 路 は 、 熱 交 換 部 材 を 挟 ん で そ の 両 側 に 略 Ｕ 字 状 に 構 成 す る こ と
が で き る の で 、 限 ら れ た ス ペ ー ス を 有 効 利 用 し た コ ン パ ク ト な 構 成 と す る こ と が で き る 。
ま た 、 流 速 低 下 手 段 が 冷 却 水 の 流 れ 落 ち る 速 度 を 遅 く す る こ と が で き る の で 、 冷 却 水 と の
熱 交 換 作 用 が 効 率 よ く 行 わ れ 、 効 率 よ く 除 湿 さ れ る こ と に よ り 、 乾 燥 効 率 を 上 げ る と と も
に 、 乾 燥 後 の 乾 き む ら を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 流 速 低 下 手 段 は 、 冷 却 水 が 流 れ る 面 よ り 突 出 し 、 か
つ 、 冷 却 水 が 衝 突 す る リ ブ で 構 成 し た こ と に よ り 、 冷 却 水 が リ ブ に 衝 突 し て 熱 交 換 経 路 に
飛 散 し 、 湿 気 を 有 す る 循 環 空 気 の 冷 却 効 果 を 高 め て 効 率 よ く 除 湿 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ の 発 明 の 流 速 低 下 手 段 は 、 冷 却 水 が 衝 突 す る リ ブ を 冷 却 水 が
流 れ る 面 よ り 下 流 側 が 突 出 す る よ う に 傾 斜 さ せ て 構 成 し た こ と に よ り 、 冷 却 水 が リ ブ に 衝
突 し た と き に 熱 交 換 経 路 に 飛 散 し や す く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 熱 交 換 部 材 の 下 面 に 、 放 熱 フ
ィ ン を 一 体 に 設 け た こ と に よ り 、 熱 交 換 部 材 と 湿 っ た 循 環 風 と の 接 触 面 積 を さ ら に 広 く す
る こ と が で き 、 さ ら に 効 率 的 な 熱 交 換 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 、
同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 他 の 部 位 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 回 転 ド ラ ム ２ １ は 、 有 底 円 筒 形 に 形 成 し 外 周 部 に 多 数 の 透 孔 ２ ２ を
全 面 に 設 け 、 水 受 け 槽 ２ ３ 内 に 回 転 自 在 に 配 設 し て い る 。 回 転 ド ラ ム ２ １ の 回 転 中 心 に 傾
斜 方 向 に 回 転 軸 ２ ４ を 設 け 、 回 転 ド ラ ム ２ １ の 軸 心 方 向 を 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向
き に 傾 斜 さ せ て 配 設 し て い る 。 こ の 回 転 軸 ２ ４ に 、 水 受 け 槽 ２ ３ の 背 面 に 取 り 付 け た モ ー
タ ２ ５ を 連 結 し 、 回 転 ド ラ ム ２ １ を 正 転 、 逆 転 方 向 に 回 転 駆 動 す る 。 回 転 ド ラ ム ２ １ の 内
壁 面 に 数 個 の 突 起 板 ２ ６ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 水 受 け 槽 ２ ３ の 正 面 側 の 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け た 開 口 部 を 蓋 体 ２ ７ に よ り 開 閉 自 在 に 覆 い
、 こ の 蓋 体 ２ ７ を 開 く こ と に よ り 衣 類 出 入 口 ２ ８ を 通 し て 回 転 ド ラ ム ２ １ 内 に 洗 濯 物 を 出
し 入 れ で き る よ う に し て い る 。 蓋 体 ２ ７ を 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け て い る た め 、 洗 濯 物 を 出 し
入 れ す る 際 、 腰 を 屈 め る こ と な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 水 受 け 槽 ２ ３ は 本 体 ２ ９ よ り ば ね 体 ３ ０ と ダ ン パ ー ３ １ に よ り 揺 動 可 能 に 吊 り 下 げ て お
り 、 水 受 け 槽 ２ ３ の 下 部 に 排 水 経 路 ３ ２ の 一 端 を 接 続 し 、 排 水 経 路 ３ ２ の 他 端 を 排 水 弁 ３
３ に 接 続 し て 水 受 け 槽 ２ ３ 内 の 洗 濯 水 を 排 水 す る よ う に し て い る 。 給 水 弁 ３ ４ は 給 水 経 路
３ ５ を 通 し て 水 受 け 槽 ２ ３ 内 に 水 を 給 水 す る も の で あ る 。 水 位 検 知 手 段 ３ ６ は 水 受 け 槽 ２
３ 内 の 水 位 を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 回 転 ド ラ ム ２ １ の 回 転 中 心 に 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 ２ ４ を 設 け 、
回 転 ド ラ ム ２ １ の 軸 心 方 向 を 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向 き に 傾 斜 さ せ て 配 設 し て い る
が 、 回 転 ド ラ ム ２ １ の 回 転 中 心 に 水 平 方 向 に 回 転 軸 ２ ４ を 設 け 、 回 転 ド ラ ム ２ １ の 軸 心 方
向 を 水 平 方 向 に 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 図 １ と は 別 の 断 面 図 で 乾 燥 機 能 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 乾 燥 機 能 は 、
ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ） ３ ７ 、 送 風 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ） ３ ８ 、 お よ び 、 そ の ヒ ー タ ３ ７ と 送 風
フ ァ ン ３ ８ と を 内 部 に 収 容 す る フ ァ ン ケ ー ス （ 送 風 経 路 ） ３ ９ を 有 し 、 フ ァ ン ケ ー ス ３ ９
は 本 体 ２ ９ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 水 受 け 槽 ２ ３ に は 、 水 受 け 槽 ２ ３ 内 の 空 気 を 取 り 入 れ
る 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ を 水 受 け 槽 ２ ３ の 胴 部 に 設 け 、 温 風 送 風 口 ４ １ を 水 受 け 槽 ２ ３ の 背 面
に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 ま た 、 こ の 水 受 け 槽 ２ ３ に は 、 一 端 が 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ に 連 通 す る よ う に 熱 交 換 経 路 ４
２ を 一 体 に 設 け 、 そ の 熱 交 換 経 路 ４ ２ の 他 端 は 、 第 １ 蛇 腹 ホ ー ス （ 送 風 経 路 ） ４ ３ を 介 し
て フ ァ ン ケ ー ス ３ ９ の 吸 気 端 ３ ９ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 フ ァ ン ケ ー ス ３ ９ の 排 気 端
３ ９ ｂ は 、 一 端 が 水 受 け 槽 ２ ３ の 温 風 送 風 口 ４ １ に 連 通 す る よ う に 水 受 け 槽 ２ ３ に 一 体 に
設 け ら れ た 背 面 送 風 経 路 （ 送 風 経 路 ） ４ ４ の 他 端 に 第 ２ 蛇 腹 ホ ー ス ４ ５ を 介 し て 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 回 転 ド ラ ム ２ １ の 背 面 に は 、 温 風 送 風 口 ４ １ の 対 応 位 置 に 背 面 透 孔 ４ ６ が
設 け ら れ 、 温 風 送 風 口 ４ １ か ら の 送 風 が 、 回 転 ド ラ ム ２ １ 内 に 送 風 さ れ る よ う 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 熱 交 換 経 路 ４ ２ に は 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ の 上 方 に 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向 き に 傾 斜
さ せ た 板 状 の 熱 交 換 部 材 ４ ７ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 熱 交 換 経 路 ４ ２ は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７
に よ り 下 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ａ と 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ に 分 割 さ れ 、 そ の 下 部 熱 交 換 経 路 ４
２ ａ と 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ と は 、 連 通 口 ４ ２ ｃ を 介 し て 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ
側 で 連 通 し て お り 、 そ の 経 路 は 、 略 Ｕ 字 状 を な し て い る 。 冷 却 用 給 水 弁 （ 冷 却 水 供 給 手 段
） ４ ８ は 、 冷 却 水 ホ ー ス ４ ９ を 介 し 給 水 口 金 部 ５ ０ か ら 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 端 部 ４ ７ ａ 側
に 冷 却 水 を 給 水 す る も の で 、 冷 却 用 給 水 弁 ４ ８ と 冷 却 水 ホ ー ス ４ ９ と 給 水 口 金 部 ５ ０ と で
冷 却 水 給 水 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 断 面 図 で あ る 。 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ に は 、 冷 却 水 の
流 れ る 方 向 と 略 直 角 に 複 数 本 の 所 定 の 高 さ を 有 す る リ ブ （ 流 速 低 下 手 段 ） ５ ３ を 設 け て い
る 。 こ の リ ブ ５ ３ は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 冷 却 水 の 流 れ る 上 面 ４ ７ ｃ か ら 突 出 さ せ て 冷 却 水
が 衝 突 す る よ う に 設 け て あ り 、 こ こ で 冷 却 水 の 流 れ を 遅 く す る と と も に 、 リ ブ ５ ３ に 衝 突
し た 冷 却 水 が 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ へ 飛 散 す る 。 そ し て 、 こ の 飛 散 し た 冷 却 水 が フ ァ ン ケ
ー ス （ 送 風 経 路 ） ３ ９ 側 へ 吸 込 ま れ な い よ う に 、 給 水 口 金 部 ５ ０ か ら 冷 却 水 が 供 給 さ れ る
熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 端 部 ４ ７ ａ 側 や 中 間 部 分 に は リ ブ ５ ３ は 設 け ず 、 上 面 ４ ７ ｃ の 下 流 部
の み に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 リ ブ （ 流 速 低 下 手 段 ） ５ ３ は 、 上 面 ４ ７ ｃ の 下 流 部 の み に 設 け て い る の で 、
上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ を 通 過 し た 空 気 が 流 れ る フ ァ ン ケ ー ス ３ ９ の 吸 気 端 ３ ９ ａ に 接 続 さ
れ て い る 第 １ 蛇 腹 ホ ー ス （ 送 風 経 路 ） ４ ３ の 入 口 か ら 離 れ た 位 置 に 配 設 す る こ と が で き 、
リ ブ ５ ３ に 衝 突 し て 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ へ 飛 散 し た 冷 却 水 が 、 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ を
通 過 す る 空 気 と と も に 、 送 風 経 路 に 入 る の を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 構 成 に な る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 制 御 装 置 ５ ４ に よ る 制 御 動 作 に よ り 洗 濯 行 程 、
す す ぎ 行 程 、 脱 水 行 程 お よ び 乾 燥 行 程 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 動 作 を 説 明 す る 。 な お 、 洗 濯 行 程 か ら 脱 水 行 程 ま で の 動 作 は 従 来 例 の
動 作 と 同 じ で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 乾 燥 行 程 で は 、 白 抜 き 矢 印 で 示 す よ う に 、 送 風 フ ァ ン ３ ８ の 回 転 に よ り
送 風 さ れ た 空 気 は 、 ヒ ー タ ３ ７ に よ っ て 所 定 温 度 に 加 熱 さ れ 、 第 ２ 蛇 腹 ホ ー ス ４ ５ お よ び
背 面 送 風 経 路 ４ ４ を 介 し て 、 温 風 送 風 口 ４ １ か ら 水 受 け 槽 ２ ３ 内 に 送 風 さ れ 、 さ ら に 背 面
透 孔 ４ ６ か ら 回 転 ド ラ ム ２ １ 内 に 送 風 さ れ る 。 そ の 加 熱 さ れ た 温 風 は 、 回 転 ド ラ ム ２ １ 内
の 撹 拌 さ れ て い る 状 態 の 湿 っ た 洗 濯 物 か ら 水 分 を 奪 い 、 湿 気 を 有 す る 温 風 と な る 。 そ の 後
、 湿 気 を 有 す る 温 風 は 、 回 転 ド ラ ム ２ １ 内 か ら 透 孔 ２ ２ を 通 り 、 水 受 け 槽 ２ ３ に 排 出 さ れ
、 さ ら に 、 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ か ら 熱 交 換 経 路 ４ ２ に 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 冷 却 用 給 水 弁 ４ ８ は Ｏ Ｎ 状 態 と な っ て お り 、 冷 却 水 は 給 水 口 金 部 ５ ０ か ら 熱
交 換 部 材 ４ ７ の 上 端 部 ４ ７ ａ 側 に 落 下 し 、 破 線 矢 印 の よ う に 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ
を 下 端 部 ４ ７ ｂ に 向 か っ て 流 れ 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ の 先 端 部 か ら 下 部 熱 交 換
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経 路 ４ ２ ａ 側 に 落 下 す る 。 そ し て 、 そ の 冷 却 水 は 下 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ａ の 底 面 に 設 け ら れ
水 受 け 槽 ２ ３ と 連 通 し た 水 抜 き 穴 ５ ２ か ら 水 受 け 槽 ２ ３ 内 に 排 出 さ れ 、 排 水 経 路 ３ ２ を 介
し て 機 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ か ら 熱 交 換 経 路 ４ ２ の 下 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ａ 内 に 送 ら れ た 湿 っ た 温 風
は 、 ま ず 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ と 接 触 す る 。 こ の と き 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４
７ ｃ を 流 れ て い る 冷 却 水 に よ り 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ も 冷 却 さ れ て い る の で 、 湿 っ
た 温 風 と そ の 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ と の 間 で 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ 、 湿 っ た 温 風 は 除
湿 さ れ る （ 第 １ 除 湿 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 湿 っ た 温 風 は 、 連 通 口 ４ ２ ｃ を 介 し て 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ 側 で 上 部
熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ に 送 ら れ る が 、 そ の 際 、 湿 っ た 温 風 は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ
か ら 落 下 す る 冷 却 水 を 巻 き 上 げ て 飛 散 さ せ 、 そ の 飛 散 し た 冷 却 水 と 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ 、
湿 っ た 温 風 は 除 湿 さ れ る こ と と な る （ 第 ２ 除 湿 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ の 後 、 湿 っ た 温 風 は 、 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ に 送 ら れ 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ
お よ び そ こ を 流 れ る 冷 却 水 と 接 触 す る 。 こ の と き 、 冷 却 水 の 流 れ る 方 向 と 湿 っ た 温 風 が 流
れ る 方 向 と は 対 向 し て い る 。 こ れ に よ り 、 湿 っ た 温 風 は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ お
よ び そ こ を 流 れ る 冷 却 水 と 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ 、 湿 っ た 温 風 は 除 湿 さ れ る こ と と な る （ 第
３ 除 湿 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 第 ３ 除 湿 工 程 に お け る 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ の 冷 却 水 の 流 れ を 図 ３ を 用 い て
説 明 す る 。 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 端 部 ４ ７ ａ 側 の 上 面 ４ ７ ｃ に 落 下 し た 冷 却 水 は 、 矢 印 で 示
す よ う に 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ を 下 端 部 ４ ７ ｂ に 向 か っ て 流 れ 落 ち る 。 そ の 際 、 熱
交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ の 上 端 部 ４ ７ ａ 側 に は 、 リ ブ ５ ３ は 設 け て い な い の で 冷 却 水 の
流 れ る 速 度 は 速 く 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ 近 傍 に は リ ブ ５ ３ が 設 け ら れ て い る の
で 、 流 れ 落 ち る 速 度 が 遅 く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 湿 っ た 温 風 は 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 端 部 ４ ７ ｂ か ら 落 下 す る 冷 却 水 を 巻 き 上 げ て 飛 散 さ
せ 、 ま た 、 リ ブ ５ ３ に 衝 突 し て 飛 散 し た 冷 却 水 と 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ の で 、 そ こ で の 速 度
が 遅 い た め 、 湿 っ た 温 風 と の 接 触 時 間 を 長 く す る こ と が で き 、 そ の 湿 っ た 温 風 は 、 そ こ を
流 れ る 冷 却 水 と 効 率 よ く 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ 、 効 率 よ く 除 湿 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ 除 湿 工 程 、 第 ２ 除 湿 工 程 お よ び 第 ３ 除 湿 工 程 の ３ つ の 除 湿 工 程 を 経 た
湿 っ た 温 風 は 、 効 率 よ く 冷 却 さ れ 除 湿 さ れ た 空 気 と な り 、 第 １ 蛇 腹 ホ ー ス ４ ３ を 介 し て フ
ァ ン ケ ー ス ３ ９ の 吸 気 端 ３ ９ ａ か ら フ ァ ン ケ ー ス ３ ９ 内 に 送 ら れ 、 送 風 フ ァ ン ３ ８ に 至 る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 工 程 に お い て 、 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ の 断 面 積 は 、 連 通 口 ４ ２ ｃ の 断 面 積 よ
り 大 き く し て い る の で 、 湿 っ た 温 風 の 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ に お け る 流 速 は 、 連 通 口 ４ ２
ｃ に お け る 流 速 よ り 低 下 し 、 そ れ に よ り 、 飛 散 し た 冷 却 水 が そ の 温 風 の 流 れ に 乗 っ て 、 フ
ァ ン ケ ー ス ３ ９ の 吸 気 端 ３ ９ ａ か ら フ ァ ン ケ ー ス ３ ９ 内 ま で 入 り 込 む こ と な く 、 上 部 熱 交
換 経 路 ４ ２ ｂ の 途 中 で 熱 交 換 部 材 ４ ７ 上 に 落 下 す る の で 、 水 滴 が ヒ ー タ ３ ７ ま で た ど り 着
く こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の よ う な 空 気 の 循 環 に よ り 、 洗 濯 物 は 徐 々 に 乾 燥 さ れ 、 所 定 時 間 経 過 後 、 ま た は 、
洗 濯 物 が 所 定 の 乾 燥 度 に な る と 乾 燥 行 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 乾 燥 行 程 に お い て 、 湿 っ た 温 風 は 効 率 よ く 除 湿 さ れ る の で 、 乾 燥 行 程
の 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る と と も に 、 乾 燥 後 の 乾 き む ら を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 冷 却 水 の 流 れ る 方 向 と 略 直 角 に 複 数 本 の 所 定 の 高 さ を 有 す る
リ ブ ５ ３ を 設 け た が 、 リ ブ ５ ３ を 冷 却 水 の 流 れ る 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 を 有 し て 設 け て
も 同 等 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 断 面 図 で
あ る 。 熱 交 換 部 材 ４ ７ に 設 け た 冷 却 水 を 衝 突 さ せ る リ ブ ５ ３ ａ を 冷 却 水 が 流 れ る 面 よ り 下
流 側 が 突 出 す る よ う に 傾 斜 さ せ て 設 け た も の で あ る 。 他 の 構 成 は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同
じ で あ る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 水 が リ ブ ５ ３ ａ に 衝 突 し た と き に 上 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ｂ に 飛
散 し や す く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 図 で
あ る 。 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ に は 、 放 熱 フ ィ ン ５ ４ が 湿 っ た 温 風 の 流 れ る 方 向 と 略
平 行 に 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 構 成 に お い て 動 作 を 説 明 す る 。 な お 、 乾 燥 行 程 で の 基 本 的 な 動 作 は 上 記 実 施 の 形 態
１ と 同 じ で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 除 湿 工 程 に お い て 、 温 風 取 入 れ 口 ４ ０ か ら 熱 交 換 経 路 ４ ２ の 下 部 熱 交 換 経 路 ４ ２ ａ
内 に 送 ら れ た 湿 っ た 温 風 は 、 ま ず 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ と 接 触 す る 。 こ の と き 、
熱 交 換 部 材 ４ ７ の 上 面 ４ ７ ｃ を 流 れ て い る 冷 却 水 に よ り 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ も 冷
却 さ れ て い る の で 、 湿 っ た 温 風 と そ の 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ と の 間 で 熱 交 換 作 用 が
行 わ れ 、 湿 っ た 温 風 は 除 湿 さ れ る が 、 熱 交 換 部 材 ４ ７ の 下 面 ４ ７ ｄ に は 、 放 熱 フ ィ ン ５ ４
が 湿 っ た 温 風 の 流 れ る 方 向 と 略 平 行 に 一 体 に 形 成 さ れ て い る の で 、 熱 交 換 作 用 が 行 わ れ る
面 積 を 広 く す る こ と が で き 、 湿 っ た 温 風 は さ ら に 効 率 よ く 除 湿 さ れ る の で 、 乾 燥 行 程 の 時
間 を さ ら に 短 縮 す る こ と が で き る と と も に 、 乾 燥 後 の 乾 き む ら を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 本 体 内 の コ ン パ ク ト な ス ペ ー ス
で 効 率 よ く 熱 交 換 を 行 う こ と が で き る と と も に 、 除 湿 性 能 の 向 上 に よ り 乾 燥 効 率 が 上 が り
、 乾 燥 後 の 乾 き む ら を 低 減 す る こ と が で き る の で 、 略 水 平 方 向 ま た は 斜 め 方 向 に 回 転 中 心
軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム 内 で 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 、 乾 燥 な ど の 各 行 程 を 逐 次 制 御 す る ド ラ ム
式 洗 濯 乾 燥 機 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 別 の 部 位 で の 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 熱 交 換 部 材 の 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 熱 交 換 部 材 の 要 部 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 熱 交 換 部 材 の 下 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 一 部 切 欠 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ２ １ 　 回 転 ド ラ ム
　 ２ ３ 　 水 受 け 槽
　 ２ ９ 　 本 体
　 ３ ７ 　 ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ）
　 ３ ８ 　 送 風 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ）
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　 ３ ９ 　 フ ァ ン ケ ー ス （ 送 風 経 路 ）
　 ４ ２ 　 熱 交 換 経 路
　 ４ ７ 　 熱 交 換 部 材
　 ４ ８ 　 冷 却 用 給 水 弁 （ 冷 却 水 供 給 手 段 ）
　 ５ ３ 　 リ ブ （ 流 速 低 下 手 段 ）
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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